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 解説

20世紀を代表する霊的指導者ナウエンの主著、待望の新訳！
ナウエン・セレクション《第4回配本》

私たちは自分の傷を否定する必要はない。むしろこの痛み
が隣人に共感する基盤となる。そう気づくとき、痛みは希
望のしるしに変わる。「仕える生き方」を願うすべての牧会
者、キリスト者必読の書。ナウエン研究の第一人者、酒井
陽介神父による書き下ろしの解説も収録。

ヘンリ・ナウエン  著
1932年、オランダ生まれ。1957年、カトリック司祭に叙階される。心理学を学んだ後、イェール大学、ハー
バード大学で教鞭を執り、執筆活動を行う。1986年、カナダのラルシュ共同体に移住、ハンディキャップ
を持つ人々と生活を共にする。1996年、心臓発作により死去。

翻訳家 イエズス会司祭（臨床心理学専攻）、上智大学教員
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